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学
論
叢
』
三
三
、
二
〇
一
八
年
）、
戦
時
体
制
に
配
慮
し
た
よ
う
な
文
言

（「
今
度
の
大
戦
役
は
稀
有
の
機
会
」「
国
の
共
同
の
大
敵
を
克
服
」
な
ど
）

が
複
数
見
ら
れ
る
こ
と
に
関
心
を
持
っ
た
。
本
発
表
は
こ
の
よ
う
な
戦
時

下
に
お
け
る
柳
田
の
戦
時
体
制
と
の
関
わ
り
（
含
・
戦
争
協
力
）
が
、

こ
の
時
代
に
お
け
る
彼
の
祭
祀
論
と
ど
う
照
応
し
て
い
た
の
か
、
を
考
究

す
る
。
そ
う
し
た
柳
田
の
戦
争
協
力
的
な
文
言
は
、
彼
の
一
種
パ
タ
ー
ナ

リ
ズ
ム
的
な
女
性
観
が
表
出
す
る
「
日
本
の
母
性
」（
一
九
四
二
年
）
や

「
特
攻
精
神
を
は
ぐ
く
む
者
」（
一
九
四
五
年
）
に
、
い
わ
ゆ
る
軍
国
の
母

を
賛
美
す
る
言
説
と
し
て
見
ら
れ
る
。

　

と
は
い
え
戦
争
協
力
の
姿
勢
や
行
動
は
、
柳
田
本
人
よ
り
む
し
ろ
『
民

間
伝
承
』
誌
に
ヨ
リ
明
確
に
見
ら
れ
る
。
本
発
表
で
は
、
①
大
政
翼
賛
会

の
要
請
に
よ
る
食
習
調
査
（
一
九
四
一
年
八
月
よ
り
）、
②
大
藤
時
彦
・

倉
田
一
郎
・
橋
浦
泰
雄
ら
に
よ
る
、
同
誌
巻
頭
言
の
言
説
（
一
九
四
二
年

五
月
に
始
ま
る
同
誌
第
八
巻
以
降
）、
③
柳
田
國
男
先
生
古
希
記
念
会
に

よ
る
「
国
際
共
同
研
究
課
題
の
提
案
」（
一
九
四
四
年
一
月
記
銘
、
同
誌

第
一
〇
巻
第
一
号
よ
り
第
六
号
ま
で
）、
の
三
者
を
あ
げ
た
。
と
く
に
③

は
、
い
わ
ゆ
る
「
一
国
民
俗
学
」
と
は
異
な
る
志
向
を
民
間
伝
承
の
会
が

一
時
期
有
し
て
い
た
点
で
注
目
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
に
関
し
て

柳
田
は
表
に
出
て
い
な
い
。

　

対
し
て
柳
田
個
人
の
戦
争
へ
の
協
力
姿
勢
と
祭
祀
論
と
の
関
係
が
比
較

的
分
か
り
や
す
い
例
と
し
て
、
本
発
表
で
は
柳
田
が
一
九
四
三
年
七
月
九

日
に
長
野
県
東
筑
摩
郡
教
育
部
会
で
行
っ
た
講
演
を
検
討
し
た
。
同
講
演

は
、
柳
田
が
同
教
育
部
会
に
氏
神
信
仰
の
調
査
を
要
請
す
る
為
に
行
わ

れ
、
各
村
か
ら
一
名
ず
つ
教
員
が
聴
講
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
同
時
代
に

は
、
柳
田
が
講
演
手
控
え
の
一
部
を
自
ら
纏
め
た
「
氏
神
様
と
教
育
者
」

こ
と
、
考
古
資
料
を
解
釈
す
る
決
定
的
な
方
法
が
無
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
部
分
に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
解
釈
し
、
ま
た
、

発
掘
調
査
の
進
行
に
よ
り
現
在
も
各
地
で
発
見
さ
れ
る
多
く
の
タ
カ
ラ
ガ

イ
関
連
遺
物
に
つ
い
て
新
た
な
解
釈
法
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
柳
田
が
到

達
し
得
な
か
っ
た
タ
カ
ラ
ガ
イ
信
仰
の
本
来
の
姿
を
見
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

日
本
列
島
に
お
い
て
タ
カ
ラ
ガ
イ
は
、
時
間
的
に
は
縄
文
時
代
草
創
期

か
ら
、
空
間
的
に
は
北
海
道
の
礼
文
島
ま
で
流
通
し
て
い
た
。
タ
カ
ラ
ガ

イ
の
流
通
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
い
つ
の
時
代
も
タ
カ
ラ
ガ
イ
と
い
う
あ

る
特
定
の
自
然
物
が
、
人
間
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
、
長
い
距
離
を
運
搬
さ

れ
、
時
に
加
工
さ
れ
、
模
倣
さ
れ
る
と
い
う
行
為
と
、
そ
こ
か
ら
垣
間
見

え
る
人
々
の
心
と
精
神
の
営
み
で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
は
信
仰
の
形
を
変
え
な
が
ら
今
も
静
か
に
日
本
列
島
に
息
づ
い

て
い
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
復
元
で
き
る
の
か
。
柳
田
が
目
指
し
て
い
た
本

来
の
形
に
は
ど
う
辿
り
着
い
た
ら
良
い
の
か
。
そ
も
そ
も
そ
れ
は
可
能
な

の
か
。
柳
田
の
思
想
を
再
吟
味
す
る
た
め
、
ま
た
、
人
類
の
信
仰
の
根
源

に
迫
る
た
め
に
、
非
文
字
資
料
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
か
。
各
分
野

の
研
究
が
進
展
し
た
今
、
ま
だ
ま
だ
出
来
る
こ
と
は
多
い
と
考
え
る
。

柳
田
國
男
の
戦
時
下
に
お
け
る
祭
祀
論
と
戦
争
協
力

由
谷
　
裕
哉

　

本
発
表
は
、
発
表
者
が
近
年
取
り
組
ん
で
い
る
柳
田
國
男
の
神
社
祭
祀

論
・
神
道
論
に
関
す
る
検
討
の
一
環
で
あ
る
。
発
表
者
は
先
に
『
神
道
と

民
俗
学
』（
一
九
四
三
年
）
の
神
社
祭
祀
論
を
検
討
し
た
が
（
由
谷
「
柳

田
國
男
『
神
道
と
民
俗
学
』
に
お
け
る
神
社
祭
祀
論
の
再
検
討
」、『
民
俗
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信
仰
の
対
象
を
氏
神
と
設
定
す
る
志
向
が
、
各
々
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ら
は
柳
田
が
戦
時
下
に
お
い
て
戦
時
体
制
と
の
関
わ
り
の
中
で
氏

神
・
氏
子
に
つ
い
て
試
行
錯
誤
し
た
見
解
と
、
連
続
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

陸
前
高
田
市
に
お
け
る
震
災
遺
構
の
意
義

│
│ 

仏
教
者
の
観
点
を
手
掛
か
り
に 

│
│

金
沢
　
　
豊

　

津
波
災
害
の
記
憶
の
保
存
と
継
承
の
必
要
性
は
論
を
俟
た
な
い
。
教
訓

と
死
者
を
「
忘
れ
な
い
」
目
的
の
為
に
、
記
憶
想
起
の
手
が
か
り
と
な
る

ハ
ー
ド
面
（
震
災
遺
構
、
慰
霊
碑
な
ど
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
）
の
重
要
性
を

確
認
し
つ
つ
、
ソ
フ
ト
面
（
建
立
物
の
場
所
提
供
や
意
味
付
け
）
に
こ
そ

宗
教
者
の
役
割
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
き
た
。
震
災
遺
構
は
自
治
体
の

復
興
施
策
と
結
び
つ
き
管
理
の
面
が
ト
ピ
ッ
ク
に
な
り
や
す
い
。
し
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
構
で
人
々
は
祈
り
を
捧
げ
、
死
者
と
の
交
流
の
縁
に

な
っ
て
い
る
以
上
、
宗
教
的
観
点
も
必
要
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
途
上
に
あ
る
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
仏
教
者
が
関
与
す

る
取
組
み
を
手
掛
か
り
に
、
震
災
遺
構
の
あ
り
方
を
問
い
直
し
た
い
。

　

陸
前
高
田
市
米
崎
町
の
普
門
寺
（
曹
洞
宗
）
で
は
、
五
百
羅
漢
像
の
製

作
を
二
〇
一
三
年
か
ら
毎
年
推
進
し
て
き
た
。
五
百
羅
漢
だ
か
ら
と
い
っ

て
初
め
か
ら
五
〇
〇
体
整
え
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
石
仏
の
製
作
は

招
聘
し
た
専
門
家
が
指
導
に
あ
た
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
亡
き
人
に
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
新
た
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
作
っ
た
。
そ
こ
で
重
要
な
の

は
思
い
を
引
き
受
け
て
法
要
を
執
行
す
る
仏
教
者
の
存
在
で
あ
る
。
普
門

寺
で
実
施
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
震
災
後
、
市
内
の
身
元
不
明
者
の
ご
遺

（『
民
間
伝
承
』
一
〇
―
一
、
一
九
四
四
年
一
月
、
定
本
二
九
に
再
録
）
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
聴
講
者
ら
が
謄
写
版
に
し
た
講
演
筆
記
を
近

年
、『
柳
田
國
男
全
集
』
三
一
巻
が
初
め
て
翻
刻
し
た
。
そ
の
タ
イ
ト
ル

は
「
氏
神
調
査
に
関
す
る
柳
田
國
男
先
生
講
演
の
概
要
」
で
、
五
つ
の
項

目
に
分
か
た
れ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
最
初
の
三
項
目
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
以
下
に
概
観
す
る
。

　
「
農
村
氏
神
信
仰
の
状
態
は
ど
う
な
つ
て
ゐ
る
か
」
で
は
、
大
東
亜
戦

争
下
で
信
仰
が
戦
争
に
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
と
し
、
こ
う
し
た
現
状
で

氏
神
信
仰
を
ど
う
昂
揚
す
べ
き
か
、
と
問
い
か
け
、
こ
の
信
仰
が
生
き
て

い
る
限
り
、「
日
本
に
は
軍
神
に
続
い
て
い
く
ら
で
も
喜
ん
で
死
ん
で
行

く
人
が
出
て
来
る
」
と
す
る
。「
氏
神
氏
子
の
概
念
は
ど
う
な
つ
て
ゐ
る

か
」
で
は
、
敬
神
政
策
の
為
に
信
仰
は
衰
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

し
、
そ
の
対
象
た
る
氏
神
に
対
す
る
信
仰
を
調
べ
て
欲
し
い
、
と
す
る
。

ま
た
元
の
意
味
が
氏
神
の
子
で
あ
っ
た
氏
子
概
念
も
、
変
化
し
て
い
る
と

す
る
。
続
い
て
氏
子
に
関
連
す
る
「
頭
屋
制
度
は
残
つ
て
ゐ
る
か
」
で
、

「
頭
屋
制
度
の
残
つ
て
ゐ
る
所
は
神
信
心
が
強
い
」、「
人
心
を
帰
一
す
る

力
を
う
む
も
の
は
こ
の
頭
屋
制
度
の
復
活
で
あ
る
と
思
ふ
」
な
ど
と
す

る
。

　

小
括
と
し
て
、
柳
田
の
「
新
国
学
談
」
三
部
作
は
敗
戦
後
の
柳
田
の
新

境
地
と
解
釈
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
『
氏
神
と
氏
子
』（
一

九
四
七
年
）
に
収
録
さ
れ
た
、
い
ず
れ
も
戦
時
下
の
講
演
に
基
づ
く
「
祭

と
司
祭
者
」
お
よ
び
「
敬
神
と
祈
願
」
と
、
上
記
講
演
「
概
要
」
と
の
比

較
対
照
を
試
み
た
。
祭
祀
組
織
を
主
に
論
じ
た
「
祭
と
司
祭
者
」
に
は
頭

屋
制
度
を
祭
あ
る
い
は
神
道
を
支
え
る
原
型
的
な
組
織
と
見
る
視
点
が
、

祭
神
の
位
置
づ
け
お
よ
び
信
仰
論
を
主
題
と
し
た
「
敬
神
と
祈
願
」
に
は
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